


























日時： 2006 年 6 月 21 日（水）14：00－17：00 
場所： 経済学研究科総合研究棟 2Ｆ大会議室 
コーディネーター 山本裕美 京都大学上海センター長 
報告者 胡建績  復旦大学管理学院教授 











開催日時 2006 年 7 月 3 日(月)14:00-17:00 会場 時計台記念館 2F 国際交流ホール 
主  催 京都大学経済学研究科上海センター 
共  催 舞鶴港振興会、京都大学上海センター協力会 
後  援 北東アジア・アカデミック・フォーラム 
あいさつ 森棟公夫 京都大学経済学研究科長 
     麻生 純 京都府副知事（舞鶴港振興会を代表して） 
コーディネーター 山本裕美 京都大学経済学研究科上海センター長 
報告者 1)金 振吉  中国延辺自治州州長 
2)小河内敏朗 元在瀋陽日本国総領事 
3)伊達俊行   舞鶴港振興会常務理事 







--中朝国境 3 ヶ所を訪問して-- 


































































には 2002 年の経済改善措置以降とにかく 2%程度の成長をできるようになったということ
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出所)韓国銀行
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丹東経由の国家貿易総額は 6.801 億ドルで、これは中朝貿易総額 13.85 億ドルの 49%であ
った。  
丹東と全中国の対北朝鮮貿易額の推移(万ドル) 
年 丹東の辺境貿易額 中朝間の貿易総額 中→朝輸出額 朝→中輸出額 
1995 10196 54900 48600 6300 
1996 10810 56600 49700 6700 
1997 15041 65600 53500 12100 
1998 17039 41300 35500 5800 
1999 17915 37000 32900 4100 
2000  48804 45082 3721 
2001  73786 57313 16673 
2002  73800 46600 27100 
2003 30000 102300 62500 39500 
2004 34000 138521 79950 58570 
2005  156000   
注)「丹東の辺境貿易額」1995-1999 年のものは対北朝鮮以外のものも含む。ただし、それ
は 1995 年の場合全体の 3.7%にすぎず、その殆どが対北朝鮮貿易である。 
出所)丹東の辺境貿易額は 1995-1999 年は趙伝君主編『東北経済振興与東北亜経貿合作』社
会科学文献出版社、2006 年より。2004 年は「黒竜江新聞」2004 年 12 月 18 日付けの
04 年 1-10 月期の数字を 12/10 倍したもの。03 年はその対前年増加率から逆算。中国
全体の数字は、2000-2004 年が金哲他編著『朝鮮投資指南』大連出版社、2005 年,pp.67-8
より。1999 年以前は大韓貿易投資振興会社『朝鮮対外貿易動向』、2005 年は『日本経
済新聞』06 年 5 月 10 日づけより。 
 
  その上で、さらにこの表から知られることは、この国家貿易の伸びの方が辺境貿易の伸
びよりも大きいと予想されることである。たとえば、1999 年から 2004 年までの丹東経由




































できるようになっており、現在 50 台の 8-10 トン級トラックが毎日行き来しているという。
インターネットで拾った手元の「黒竜江新聞」04 年 12 月 18 日付けによると、2004 年末
時点ではこの台数が 20 台であったというから、一年半たらずに 2.5 倍に取引量が増えたこ
とになる。上記の表では２００４年までの数字しか表出できなかったが、その後の伸びの
方がより高いことになる。 
ところで、この「平壌市場」で活躍しているのは、韓国から船で丹東に物資を運び、こ
こから鉄道やトラックで北朝鮮に輸出する韓国人商人、それに北朝鮮との出入りができる
中国朝鮮族商人や北朝鮮商人が主と言われており、私なども必ず韓国人と間違われる。ま
た、実際私がここで話をしたのも中国朝鮮族商人であったが、さらに東京生まれの在日朝
鮮人にも会った。これは昨年、中露国境調査の際に経験したことでもあるが、中国の東北
地区で辺境貿易に携わる業者には朝鮮族や以前日本にいた商人が目立つ。中露国境で見た
以前には日本で仕事をしていたという中国人商人は、バブル後、日本での仕事は急減し、
こちらの方がもうかると移動してきたと言っていた。北東アジアで民間貿易に携わろうと
するとき、目ざとく時代の趨勢を読み解く必要があるようである。 
なお、この「目ざとく時代の趨勢を読む」という点で目だっているのにマカオ商人があ
る。平壌や羅津のホテルで外国人専用のカジノを開き、派手に動いており、それがアメリ
カがマカオの銀行にある北朝鮮系の口座を凍結したことと深く関わっている。実は、私自
身も一昨年広州のエアポート・バスに乗った際、広州を拠点に北朝鮮ビジネスを展開し、
新義州に家具工場を計画中とのマカオ商人と隣り合わせになった。マカオ商人は次のフロ
ンティアは北朝鮮と大挙して動いているとのことであったが、マカオ人の多くは実はもと
もとポルトガル人である。この人物も言葉こそ中国語がぺらぺらであったが、完全にポル
トガル人の顔をしていた。1999 年までは「中国人」でなかったそんな人物が、今や「中国
人」であるばかりか、「中国共産党員」にもなってそれを手段に北朝鮮に入り込んでいると
いう。1999 年以降にいきなり「愛国者」となったとは思えないから、彼らにとっては｢国籍｣
とは利用するために使われるものとなっているようである。私が丹東で見た多くの「無国
籍」商人もまた、各人の利益のためにその形式的「国籍」を最大限に利用している商人た
ちのように思われた。 
